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１. 事実発見
（ファクトファイン
ディング）とは？



文字情報ではなく
全数調査の数字から
複雑な解析ではなく
小学校の算数で

わからないことはパスし
明確な事実を確認



日本での新型コロナの感染拡大
でもこれだとギザギザでよくわからない…



日本での新型コロナの感染拡大
７日間移動平均にしてギザギザを消すと…

米国東西海岸
と欧州からの
帰国日本人由来
の第一波

東京型
変異株
による
第二波

☆ 突然に感染が収まるのは世界共通の現象（このウイルスの性質）
☆ 第五波は、高齢者へのワクチン優先接種で、死亡率が激減した

死者数
が少ない

第五波
デルタ株がα株を圧倒

死者数
多かった



日本での新型コロナの感染拡大
感染者激増・死亡者減の割に、重症者増えず

☆ 中等症者の激増＋死者数の減少の割には、重症者は少なかった
☆ 重症者の急増の割には、死者もあまり増えなかった



各国の感染状況を累計で総括する

死
亡
者
数
多
い

感染者数多い



デルタ株の荒れ狂った最近３ヶ月でも

死
亡
者
数
多
い

感染者数多い



同前 （左下の四角の中を拡大）

感染者数多い

死
亡
者
数
多
い



☆ 死者数を基準にする国々：
欧米：経済活動や交流を再活性化させる
（ただし、ワクチン拒否者の多い米国の死亡率は高め）

シンガポール： 感染再拡大だが経済活動再開へ

☆ ゼロコロナを目指し続ける国々：

中国：自国製ワクチン性能への懸念で開国できない

台湾・豪州・NZ（＋韓国）：
ワクチン接種率が上がらず、開国しにくい

☆ 日本： 安全なのにゼロコロナ指向抜けず、
世界に取り残されてのそのそ正常化する？

コロナ禍はこの先どうなるのか？



無知の知◎

誤知の痴×

☆ 知らないことは､恥ではなく当たり前
☆ 無知の自覚の先に､知の泉がある

☆ 誤った知識が､「高学歴バカ」を生む
☆ モデルの妄信が、事実認識を歪める



２. 世界は元から
分散型社会



ライフステージに応じて、働く場所と働き方

を変える ハイブリッド・ワークスタイル

“現代の参勤交代”(養老孟司)
← 年に数ヶ月は、脱都会で自然の中に住む
← “脳化”した生活を脱し、身体性を取り戻す
← 視覚・聴覚と並んで大脳皮質に直結した

重要な感覚である、“触覚”を取り戻す

自然の中で美意識を鍛えよ(山口周)
← 知識よりも美意識、感性がビジネスに必須
← 自然の中で五感を刺激される生活が必要



東京は時代遅れの巨大恐竜
ＧＡＦＡは、ＮＹやＬＡでは生まれていない



東京は時代遅れの巨大恐竜
欧州には東京どころか京阪神もない



東京は時代遅れの巨大恐竜
中国でも革新は北京や上海では起きていない



東京は時代遅れの巨大恐竜
福岡程度の大きさのシンガポールに勝てない
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生産性とは何か？
どうやったら向上するのか？

就業者数
男女/正規/非正規を問わない
現場/間接部門を問わない

付加価値額＝ＧＤＰ
＝ 利益 ＋ 地域に落ちるコスト

(人件費や､設備投資の一部)

“生産性向上”＝人減ら
しだと思われている。

しかし人を減らすと、付
加価値の中の人件費も
減るので、生産性はむし
ろ下がりがち

“生産性”は付加価値額
=GDPが増えれば上がる

コストダウンではなく、売上増
でもっとコストをかけられ
るようになるほど、上がる

こちらの増加
しか考えない
企業が多すぎ

だが、得た利益を
貯蓄するだけでは
消費は増えない

利益を稼ぐのも、コスト
として地域に回すのも
生産性上昇効果は同じ

貯め込むよりも
コストにする方が
お金が循環する

÷



Quick Review of Japan’s Economy 
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知名度ＵＰ
話題性ＵＰ

マスコミで紹介され､

イメージが良くなり､

政治家や有力者が喜ぶ

地域の付加価値額増加の５段階

客数増加

売上増加

いわゆる｢入込客数｣が

増え､イベント屋やコン

ビニ､輸送機関が儲かる

安い大量生産品が大量

に売れて､うまいこと

やった業者が儲かる

ＳＣに喩えると

所得増加
売上が原材料費や人件

費に回ることで地域内

の企業や住民が儲かる

地域内経済
循環拡大

① 所得が地域内で使わ
れてもう一回りする

② 地域企業が栄え地域
内の決裁権限が増える

皆に名前が
知られている！

駐車場が埋まり
来店者が多い！

客数ではなく
売上が大きい！

きちんと黒字
が出ている！

納入業者を支え
雇用増･税収増

観光地の例

琵琶湖
関が原古戦場

Ｂ級グルメや
ゆるｷｬﾗｲﾍﾞﾝﾄ

大阪のタコ焼き
京都駅のお菓子

北海道猿払村
徳島県上勝町

北海道ニセコ町
沖縄県竹富町

ここまで来ないと意味がない!

誰でも知っているが
行ったことのある人は
たいへんに少ない

客数があるだけで
売上は増えていない

原材料は他所産、工場
も他所のため、地元に
売上が落ちない

儲けが全額貯金されて
しまい地元で使われない

売上の相当部分が地元に
コストとして落ちている

結果に無関係な

自己満足

単なる一手段

一つの“戦術”

これは“戦略”

これ即ち“目標”
最上階

まで上がら
ないと、
自ら稼いで
も稼いでも､
東京にお金
が戻るだけ
で、分散型
は夢物語。

地域と地域企業が
今後とも続いていくための道

それは｢地消地産｣
= 地元で消費するものは極力地元産に

↓ ↓ ↓

経費の中で地元に残って回る
部分を1％でいいので増やす

地域内経済循環を拡大し
決裁権限を取り戻そう



“地産地消”ではなくて“地消地産”

地産地消： “地産外商”の例外
☜ 地域の特産品は“地産外商” が当たり前！！

☜ だが地元民も少しは消費しないと本物ではない

☜ そこで地産外商の例外として地産地商も重要である

地消地産： “地消外産”の見直し！
☜ 特産品以外は外から買う“地消外産”が常識

☜ それを見直し、少しでも地元産を使うのが“地消地産”

☜ 地消地産は“売上”ではなく“経済循環”を拡大する

〇 地消地産は１％でも効果が出る！



“地消地産”をどう進めるか

子孫に地域を残すために

できる範囲でまずは１％から

× 一円でも多く儲けて“勝ち残る”ために

× 大企業に貢いで“日本を支える”ために

× しがらみの中で生きていくために

〇 地域が“価値残る”ためにお金を回す

× 損してもやる × 客がつかなくてもやる

〇 事業のプロとしてやれる範囲から拡大



３. 人口成熟に
襲われる東京



「空き家は田舎に多い」は本当か？



空き家の１０軒に１件は東京にある
空き家が増えるのは

景気が悪いから、ではない。

若者が減っているのに、どんどん
新規分譲住宅を建てているから。

市場経済原理が正常に働けば
新規供給は減るはずなのだが、
意識が人口増加時代のまま。

そもそも人口の動きがどうなって
いるのか､知られていない。



都内居住の若者（１５～４４歳）は
１５年元旦→２０年元旦の５年間に

① ８０万人増えた

② ８万人しか増えていない

③ ８万人減った
ヒント:

① 都の人口は１５→２０年の５年間に５４万人増え、
１５～４４歳だけだと５９万人の転入超過です

② ２０年元旦には、まだコロナの影響はありません

×

×



総人口：2015.1. 1 → 2020.1.1 +54万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 156万人→2020年 160万人 +4.2万人 +3％

15-４4歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 543万人→2020年 535万人 △8.4万人 △2％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 ４１９万人→2020年 447万人 +28.0万人 +7％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 211万人→2020年 241万人 +29.9万人 +14％

全国各地から１５～44歳が差し引き59万人も流入し､一人勝ちで人口増加

実は東京都でも１５～４４歳は減っており、７0歳以上が急増中

東京都で起きていたこと
2015年元旦→2020年元旦 住民票基準､居住外国人含むなぜ東京都の

１５～４４歳は減ったのか？

最近５年間に
５１万人が１５歳を超え、

15～４４歳が差し引き５９万人転入したが、
１１８万人が４５歳を超えた。

新入生５１万人＋転校生５９万人
－卒業生１１８万人で

８万人の減少…



減る１５～４４歳/増える７０歳以上

彼らの住居は
空き家予備軍

家を新規に求める中核的需要層



５０年前の日本： 高度成長期



４０年前の日本： 安定成長期



３０年前の日本： バブル期



２０年前の日本： 内需停滞の開始



１０年前の日本： 内需停滞続く



今の日本： アベノミクス祭り終わる



１０年後の日本： 団塊世代終活へ



２０年後の日本：団塊ジュニア退職



３０年後の日本：講師も終活へ



４０年後の日本：団塊ジュニア終活



人口成熟 （一般に言う「少子高齢化」） とは

まず 平均寿命が延びる

すると 高齢者が急増する

他方で 出生率は下がる

そのため２０年後から 成人が減る

しかし 出生率低下の前に生まれた世代

の加齢で 高齢者は増え続ける



若者：１５～３４歳､外国籍含む
仕事を持つ： 非正規､パートを含む

① バブル最盛期の1989年

② 就職氷河期の1997年

③ ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸの2009年

④ アベノミクスの2019年

１,９５０万人

２,１５４万人

１,７９０万人

１,６９０万人
15～34歳の総数
は3,529万人

15～34歳の総数
は2,522万人

15～34歳の総数は3,457万人

仕事を持つ若者が少なかったのは？

×
×
×



女性と高齢者が雇用を支える
しかし多年の少子化で、現役世代男性の働き手は年々減少

アベノミクス



総人口(居住外国人含む)：2015年→20年 +３,248万人

0-14歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 2.5億人→20年 2.5億人 +94万人 +0％

15-44歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 6.3億人→20年 5.9億人 △4,178万人 △7％

45-69歳人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 4.9億人→20年 5.4億人 +5,477万人 +12％

7０歳以上人口の増減： ↓絶対数 ↓増減
2015年 0.8億人→20年 1.0億人 +1,855万人 +23％

中国本土でいま起きていること
2015年→2020年の変化、国際連合人口部2019年予測

２0年で日本が１個できる勢いの､すさまじい人口増加！

一人っ子政策は廃止されたが、過去の少子化で若者が急減

なぜ中国本土の
１５～４４歳は減っているのか？

２０１５～２０２０年の５年間に
8,264万人が１５歳を超えるが、

１５～４４歳が345万人死亡/海外移民し、
1億2,097万人が４５歳を超える。

新入生８,２６４万人
－[転校生＆死亡者]３４５万人

－卒業生１２,０９７万人で
４,１７８万人もの減少…



日本の後を追って高齢化する世界



人口成熟の帰結： 「人口敗戦」とは？

高齢者の急増
→ 医療介護の供給不足
→ 歳出増 → 財政逼迫

現役世代の減少
→ 消費数量の減少
→ 供給量過剰でデフレ継続

旧来型のマクロ政策の無効化



Source: World Population Prospects: The 2019 Revision, United Nations

Innovation factor

日本のＧＤＰは１５-６４歳人口と連動



Source: World Population Prospects: The 2019 Revision, United Nations

Potential to grow

due to relatively

low per capita GDP.

中国のＧＤＰも１５-６４歳人口と連動へ



Source: World Population Prospects: The 2019 Revision, United Nations

Innovation factor

May become higher due

to new innovations of 

policy/business models.

韓国の人口成熟はさらに深刻



４. 昭和の先入観
に固まった世代
の退場で終わる

東京神話



日本シリーズ出場球団の所在地
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札仙広福のチームが
が強くなったのはなぜか？

① 市場規模が十分大きいので
必要な高い人件費を稼げる

② 地方球団は袋小路ではない
→ 世界とグローカルに往復できる

③ 東名阪の球団は大市場に
甘え経営革新が遅い

外国人には、日本人の
ような“東京神話”信者はいない。

京阪神も、名古屋も、札仙広福も、
世界から見れば十分に大きく快適。

そもそも日本の最大の魅力は田舎。
自然が豊かなのに生活は便利。
天災に強く、コロナにも強かった。

ニセコや軽井沢に中国人投資が
集まるのは理の当然。
中部地方は？？？



東京にしかないものって何？
美味しい飲食店 ？
何でも売っている店 ？
コンサートや演劇 ？
いい仕事？

東京にしかいない凄い人たちとのつながり？

〇 その他大勢に紛れて現実逃避できる

〇 「東京在住」だと何となくサマになる
〇 「うまくいかないのは地方在住だから」

という言い訳を、口にできなくなる

そうではなくて…



人口超過密の大都市圏への集中
が続くほど拡大する３つのリスク

日本は、地区間格差拡大や汚染問題を、 諸外国に
比べ低いレベルに押さえ込んだが、以下は未解決。

① 天災リスク
← 地震、噴火、水害、そして感染症

← 天災時の水･電気･物資･人的支援の供給不全

② 少子化加速リスク

③ 高齢者急増リスク

東京都心への集中の
流れは弱まろうが、その分

東京の郊外地域に人気が出る。

地方にとって重要なのは、この春
から東京に進学・就職する若者を
以前よりも減らせるかということ。

給与ではなく、可処分所得
可処分時間を訴えよ。

大都市では
何の痛みも感じずに

元の通勤に戻る人が２割。
嫌だと思いつつ戻るのが６割。
別の道を検討するのが２割。

実際に動くのは２％くらいか。

その２％を受入れる地域と
企業にはチャンス。



なぜそれでも東京に集まりたがる？

？ “いい教育”は東京にしかない ？
☜ 東京は、入れても世界には出られない袋小路

☜ 長い人生の後半に、お受験教育は役に立たない

☜ “いい教育”は親が国内限定で見栄を張るツール

？“個人の自由”は東京にしかない？
☜ 東京の大企業の内部は､どんな村よりも“ムラ社会”

☜ ネット時代の消費生活は、家の広い田舎の方が自由

☜ 女性の自由は日本全体の課題。もっと闘おう！

〇“ピンハネする側”に回る機会がある

昨年の“持続化給付金”
業務を国から受託した団体が
２０億円をピンハネしたように、
東京で既得権集団に属すと

不労所得を得る機会がある？

あるとしても続くのか…？

“お受験エリート”の
東京集中が続くかは

上が下から“ピンハネ”する構造
を脱する地方企業と起業家が､
どれだけ増えるか、にかかる。

増えて行かないと、日本が
国際競争に負ける。



生活が楽なのはどの都道府県？
地方･大阪･東京､生活保護率が低いのは？



昭和は“７回裏で試合終了”だった

１回

５
歳

１０
歳

２回

１５
歳

２０
歳

３回

２５
歳

３０
歳

４回

３５
歳

４０
歳

５回

４５
歳

５０
歳

６回

５５
歳

６０
歳

７回

６５
歳

７０
歳

“いい大学”
から“大企業”
に入ればもう
成功は確実！

うまく
“重役”に
なれれば
退職後は

“悠々自適”

男性は平均で
７０手前で死に、
“試合終了”。

→家は子育て中
の子供が相続



令和の人生は９回裏まで＋延長戦も

１回

５
歳

１０
歳

２回

１５
歳

２０
歳

３回

２５
歳

３０
歳

４回

３５
歳

４０
歳

５回

４５
歳

５０
歳

６回

５５
歳

６０
歳

７回

６５
歳

７０
歳

８回

７５
歳

８０
歳

９回

８５
歳

９０
歳

延長戦に
入る備えは
あるか？

進路指導の
教師も、親も、
ここまでしか
考えていない

若く体力
のあるうちに
子育てすべき
だったが、仕事
で残業ばかり

田舎暮らし
の人の方が
仕事も収入

もある！

働いて
いる時間
8時間/日を
合計していくと
全部で１０万時間

余暇時間8時間/日を
合計していくと

全部で
10万時間

退職後の時間
を合計して

いくと全部で
10万時間。
それを想定

できていない
のが、都会人
の人生設計。

持ち家と
お受験教育

“２つの無用”
に無駄金を払う

退職後
には

収入も
やること
もない

仕事時間外に即時に自然
や家族と触れ合える

暮らし、半自給
する暮らしが
送れる町に

なろう
!!

お迎えの日
が来るまで
ずっと､満ち
足りた人生
を過ごせる

町に!!

ライフ
ステージに
応じて、もっと
柔軟な働き方が
できる町になろう！

超高齢化社会のニューノーマルとは



２１世紀は昭和とは違う
☆ 平均寿命が延びた [昭和：60歳代→21世紀：80歳代]

→ 昭和の頃は､大企業の退職金で死ぬまで暮らせた

→ ２１世紀は“退職のない仕事”をして、田畑で自給
ができて､お金に頼らない部分を持つ方が有利！

☆ 毎年生まれる子どもの数が半減した

→ 昭和の頃は､人口の増加＝若者の増加

→ ２１世紀は､人口の増加＝高齢者の増加
※ 都会ほど子どもが生まれにくく、新たに流れ込んでくる若者の数

よりも、昔流れ込んできていま高齢者になっている人の方が多い

☆ 日本は世界一豊かになり､地方も本当に豊かになった

→ 昭和の頃は､仕事がなくて都会に出ていた

→ ２１世紀は地方ほど人手不足で､生活費も安い



エネルギー源でみた人類史五段階
① 狩猟採集時代 [石器時代～]

② 農耕時代 [弥生時代～]

← 太陽光を穀物に変え貯蔵するという技術革新で人口急増
→ 貯蔵した穀物や農地を巡って戦争が起きるようになった

③ 化石燃料前期-工業時代 [戦後～]

← 化石燃料=太古の太陽光の濃縮物 で肉体労働を代替
→ 人口が激増､しかしｴﾈﾙｷﾞｰは足りており戦争は無用に
→ 農耕従事者が激減､都会で書類を書く無産階級が激増

④ 化石燃料後期-ＩＴ時代 [２１世紀～]

← 頭脳労働もＩＴ化され､生産に要する労働力が激減へ
→ 生産ではなく消費がボトルネック化し､”経済成長“が終焉

⑤ 新エネルギー革命＝再生可能エネルギー時代 [平成終盤～]

← 太陽光や地熱を小規模で高効率利用する技術が深化
→ 人口密度の低い田舎で“部分自給”する生活が有利に


